
 

一 般 質 問 通 告 表 

平成２８年第４回姶良市議会定例会（１１月２９日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．森川 和美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．中学校の制服と

小・中学校の学校集

金について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１１９番救急搬

送について 

 

 

 

 

中学校の制服を必要だと思う人も不要

だと思う人も制服の価格は高いと考えて

いることを朝日新聞デジタルアンケート

調査で知った。また、小・中学校の学校

集金についての特集もあった。本市の市

民からも入学時に多額の出費が大変だと

聞く。 

（１）本市の中学生の制服及び入学時に

おいて、おおよそいくらぐらいかかる

か。また、各学校において、どれくら

いの差があるのか。 

（２）制服以外の学校関連支出について、

給食費、ＰＴＡ会費、修学旅行費、副

教材費等の年間集金額はどれくらい

か。 

（３）小学校の６年間の学校集金額は 

どれくらいか。 

（４）集めたお金は、どのように管理さ

れているのか。 

（５）憲法第２６条には、義務教育を無

償とするとしている。給食費、就学旅

行費を公費負担する考えはないか。 

（６）学校集金の必要性、積算根拠、使

い道についてどのように説明されてい

るか。 

（７）小・中学校の制服を男女共ジャー

ジに統一する考えはないか。価格も安

価になるのではないか。 

 

高齢者の増加等によって、年々、全国

的に救急医療の需要は高まっており、必

要な人に適切な医療サービスが届く環境

づくりが求められている。 

近年、救急車の年間出動件数は過去最

高を更新し続け、２０１４年は約５９８

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万件に上る。気掛かりなのは、患者の搬

送時間が伸びていると報じられているこ

とである。 

また、一方で、出動した救急隊が誰も

運ばずに引き返す「不搬送」が、    

２０１４年までの１０年間に約５割増え

たとされている。不搬送の理由は、「家族

らが通報したが、搬送を拒む」が３２％

で最も多く、隊員が応急処置をして医療

機関に搬送しない「現場処置」が１８％、

「けが人や病人がいなかった例や誤報・

いたずら」は１１％となっている。 

（１）本市の実態はどのようになってい

るか。 

（２）通報前対策について、今後力を入

れるべきではないか。東京都や大阪府、

福岡県、札幌市等は、救急車を呼ぶ前

に相談できる「＃７１１９」という電

話相談体勢を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．堂森 忠夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．姶良市の農業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）環太平洋戦略的経済連携協定  

（ＴＰＰ）が法制化した場合、姶良市

の農業は、どのような影響を受けるか

問う。 

（２）姶良市の農業活性化には、今後、

認定農業者や６次産業分野の育成が重

要であるが、育成のために地産地販な

どの促進対策として、補助金の幅を広

げて農産物関連事業の活性化を図れな

いか。 

（３）加治木地区の「ふれあい物産館」

などでは、全国的に有名になったキャ

ロット製品を販売しているが、高齢化

で出張販売やにんじんの生産者が激減

している状態である。 

姶良市の特産品として根付いたキャ

ロット製品を持続継承するための対策

を図れないか。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学校給食につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．教員の長時間労

働と教育環境につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．伝統芸能文化継

承について 

 

また、栄養士や保健師などと市職員

の体験研修として人参づくりや販売研

修に取り組めないか問う。 

 

（１）学校給食は、地産地消化を推進す

ることにより、市内の雇用と内需拡大

につながると思うが、現在の給食用の

米とパンや野菜類の市内産は、どれぐ

らい使用されているのか。 

また、時代の変化に対応した学校給

食の活性化や、今後、地産地消拡大を

図るための対策を検討しているのか。 

（２）学校給食施設の整備費に充てる国

の交付金について、１９市町村が会計

検査院から算定方法の誤りを指摘さ

れ、返還を求められているが、本市の

返還額と今後の対応策を問う。 

 

（１）民間企業の労働環境は、残業ゼロ

を目指してさまざまな対策を打ち出

し、国も後押ししているが、小学校教

職員の現場は長時間労働が多いのでは

ないか。実態調査をしたことがあるの

か問う。 

（２）社会が多様化しているなか、小学

校の教育現場において担任の先生だけ

では一般児童の教育指導に無理な分野

があるのではないか。 

中学校と同様に副担任や専門的な先

生を配置できる体制づくりに努められ

ないか問う。 

（３）小規模校区の教育環境や少子化対

策等を考慮し、特認校指定の児童通学

世帯や移住世帯には、特別手当を支給

して特認校の児童増を図れないか。 

 

（１）蒲生・加治木地区では、伝統芸能

等の文化継承に取り組まれて教育現場

でも活かされている。姶良地区では、
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのような活動への支援策が弱いとの

声を聞くが、行政として地域づくりや

校区コミュニティ活性化策の一環とし

て、伝統芸能等の文化継承活動の支

援・指導を図れないか。 

（２）島津義弘公没後４００年祭に向け

て、色々と整備計画が進んでいるが、

加治木護国神社前の交差点では、毎年、

この場所で義弘公文化の代表的な踊り

である、加治木地区太鼓踊りが開催さ

れている。１団体３０名位が丸い輪に

なって庭踊りを踊るが、交差点が狭く

て踊りにくい状態である。 

現在、交差点に面した護国神社の石

垣部分を改良して、歩道の拡幅が事業

化されつつあるが、この際、今後の伝

統芸能継承を鑑み、太鼓踊り場を拡げ、

観覧席確保のため、護国神社側と交渉

し、交差点に面した土地を広く市有地

として購入し、市道の拡幅を施せない

か問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．吉村 賢一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市営住宅の現状

と将来計画につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県町村議会議長会２８年３月の

行財政諸資料によると、市の公営住宅等

は１，４１６戸であるが現状の課題と今

後の計画を以下に問う。 

（１）契約条例の順守や管理の徹底をし

ているのか。例えば、猫のエサやり。 

また、部屋が荷物置き場になってお

り、本人はほとんど他に居住している

ケースを聞くが、どのように対処して

いるか。 

（２）維持管理費は２５年度実績では 

１億３，４３４万円であるが実際これ

だけで足りているのか。 

（３）民間住宅を借りて賃貸差額を補て

んすることは検討できないか。 

（４）現在空きが多い住宅は場所による
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．青少年就業サポ

ートの在り方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のか、他に風呂釜を用意するのも敬遠

される要因になっていないか。 

（５）岩原、高井田、田中など古い住宅

の建替え計画は いつ頃どのあたり

に、数量的にはどの位（適正な規模）

を想定しているか。 

（６）この時、需要と供給をどうバラン

スを取ろうとしているか。 

（７）今後の定住促進住宅はどのように

進めるべきか。 

（８）高齢者に配慮した住宅になってい

るのか。 

（９）既存の公営住宅居住者の苦情・意

見を反映して次の建築計画ができてい

るか。 

（１０）特に加治木には老朽化が進んだ

住宅が多い。公園の少ない箇所につい

てはそのように転換したり、グランド

ゴルフ広場が求められている箇所では

そのように利活用を図るべきで、その

他は払下げになると思うがどうか。 

 

小・中学校の義務教育段階で登校拒否、

引きこもりが多数ある。現在の市のシス

テムでは卒業後のフォローは全くできな

い状況にある。一義的には親が責任を負

うものだが、それは貧困が原因のケース

が多いと言われる。 

在学中及び卒業後のフォローを行政が

できることは手助けすべきであろう。そ

のような観点から以下質問する。 

（１）現在の小・中学校教育で不登校生

徒に対して成果が上がっている事例を

述べよ。 

（２）この取組みは複数の課で連携して

行っているのか。 

（３）復帰に至らず中学校を卒業した児

童に対して行政ができることは何か。 

（４）先般、研修で島根県浜田市の青少
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年サポートセンターを訪ねた。４０歳

までを目途に若者育成支援を行ってお

り、修学・就業の相談を積極的に受け

ている。結果、親の庇護から自立し生

活保護も受けず社会に貢献する若者を

増やすことに繋がる。全ての子ども・

若者が円滑な社会生活に溶け込めるよ

うに姶良市もこのような体制を組めな

いか問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．萩原 哲郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．鹿児島マラソン

大会・総合運動公園

整備等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年３月５日（日）に、第２回

鹿児島マラソン大会が開催される。大会

は、フルマラソンとファンラン８．９㎞

がある。第１回大会は、マラソン定員  

１万人に対して抽選倍率は１．５４倍で

あったが、第２回は抽選倍率１．６２倍

と、年々抽選倍率が高くなり、参加しに

くくなりつつある。姶良市民の参加者も

多く、大会への関心も高いものと考えら

れる。 

参加希望者を始め、老若男女多くの市

民が、総合運動公園をテニス、ウォーキ

ング、ジョギング等、健康管理に朝から

夜遅くまで利用されている。早朝、夜間

の利用については、照明等の関係で安全

性が懸念されるところである。 

鹿児島市中山の鹿児島ふれあいスポー

ツランドには、サッカー・ラグビー場に

夜間照明・シャワー施設の整った公園が

ある。 

鹿児島マラソン大会に関して、姶良市

としての対応を聞く。 

（１）鹿児島マラソン大会には姶良市と

してどのような協力を行っているの

か。 

（２）第１回大会の出走者計は９,８０３

名で、完走者９,２０５名、完走率約 

９４％であった。 
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教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

２．姶良ニュータウ

ン、サボーランドパ

ーク姶良と市内の

鳥獣被害対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良市からは、マラソン部・ファン

ラン部に何名参加で、完走者は何名で

あったのか。 

（３）年々参加者が増え、抽選倍率が上

り、参加が段々厳しい状況になりつつ

ある。 

姶良市は、協力市として市民枠を設

けていただく相談はできないか。 

（４）総合運動公園は、何を行う場所か。 

（５）前回の市長答弁で、「夜間は他の場

所での利用をお願いします。」と答弁さ

れたが、どこか。 

（６）鹿児島市中山の鹿児島ふれあいス

ポーツランドのサッカー・ラグビー場

に夜間照明・シャワー施設の整った公

園があり、昼夜問わず多くの方々が、

安心安全な場所を求めて健康管理に励

んでおられる。 

  市総合運動公園を、姶良市民が仕事

を終えてから、安心安全な場所で健康

管理に励めるような施設に改善はでき

ないか。 

 

サボーランドパーク姶良西側が、今年

の豪雨で土手が崩落した場所もきれいに

整備され、利用されている方々に喜ばれ

ている。 

今回は早い対処で有り難いことだが、

材料が足らなかったのか、少し完成に満

たない部分がある。 

近年、姶良ニュータウンやサボーラン

ドパーク姶良は、アナグマの糞公害に悩

まされている。 

アナグマは、サボーランドパーク姶良

や団地内の側溝に住み、夜中に出没し、

糞が歩道のあちこちにあり、ウォーキン

グやジョギングを楽しまれている方々に

不愉快な思いを与えている。 

また最近、西姶良小学校近辺に出没し
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとの情報もある。年々、市内各地で鳥

獣が増え、鳥獣被害に悩まされている。 

特に蒲生の西浦地区から加治木の雛場ト

ンネルあたりまでは、たまに、多くのサ

ルの大群を見かける。 

（１）昨年度の捕獲隊の成果状況を示せ。 

（２）昨年度の作物被害状況を示せ。 

（３）以前は、タヌキがほとんどでアナ

グマは少なかったと思うが、アナグマ

が増えたわけを示せ。 

（４）どうしたら早く処置できるか、今

後の捕獲策を示せ。 

（５）捕獲した後の処置はどうなるのか。 

（６）今までに捕獲した鳥獣に発信機等

を取り付け、何らかの調査を行ったこ

とはあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．竹下 日出志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．国土強靭化の取

組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子育て支援対策

について 

 

 

 

 

 

 

 国土強靭化とは、「強さ」と「しなやか

さ」を持った安全・安心な国土・地域・

経済社会の構築に対する取組みである。

国土強靭化地域計画は、地域防災計画の

指針となるもので、その対策は防災の範

囲を超えて、まちづくり政策・産業政策

も含めた総合的な内容とすることなどが

特徴である。 

（１）鹿児島県地域強靭化計画の概要お

よび各自治体の策定状況を問う。 

（２）同地域計画策定に向けた本市の取

組みを問う。 

 

 Ｂ型肝炎ウィルスは、乳幼児期に感染

すると持続感染状態（キャリア化）に陥

りやすく、慢性肝炎や肝がんになる恐れ

がある。ワクチン接種により、体の中に

免疫ができ、キャリア化を防ぐことがで

きる。 

 国が１０月から同ワクチンを定期予防

接種に追加したが、対象は、２０１６年
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．高齢者が暮らし

やすい環境づくり

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．食品ロス削減に

向けての取組みに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１日以降に生まれた１歳未満の乳児

となっている。 

（１）２０１５年１０月から２０１６年

３月までに生まれた１歳児も助成対象

とすることはできないか。 

（２）東京都八王子市では、１０月から

Ｂ型肝炎ワクチンの予防接種を３歳未

満まで公費助成し、自己負担を無料にし

ている。本市でも３歳児まで助成する考

えはないか。 

 

高齢者の健康保持増進に役立つため、温

泉保養券の交付や、はり・きゅう施術費

助成事業がある。 

（１）高齢者で交通弱者の方々は、タク

シー利用券を望む声がある。温泉やは

り・きゅう、タクシーの利用ができる「福

祉クーポン券」として活用できないか。 

（２）近隣の市と連携して、温泉施設や

はり・きゅう施術院を利用できるように

協議する考えはないか。 

 

食べられる状態なのに捨てられる「食

品ロス」は家庭やスーパー、レストラン

などあらゆるところで見受けられる。農

林水産省によると、日本では年間   

２，７９７万トンの食品廃棄物が発生し

ており、このうちの６３２万トンが食品

ロスと推計されている。 

（１）家庭で余っている食品を募り、食

料を必要としている方々に分けてあげ

る「フードドライブ運動」を普及啓発す

る考えはないか。 

（２）災害に備えた食料の確保として、

フードバンク等の活用を推進する考え

はないか。 
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市 長 

教育委員長 

 

 

 


